
台

場

か

ら

み

た

相

州

海

防

―

三
浦

半

島

に

お

け

る

台

場

の

築

造

に

つ

い

て

―

は
じ
め

に

台
場
は
海
防
対
策
と
し
て
外
国
船
の
渡
来
に
対
処
す
る
た
め
に
築
造
さ
れ

た

（１
）。
天
保
期
を
転
機
と
し
て
海
防
は
強
化
さ
れ
、
全
国
的
に
台
場
の
築
造

が
行
な
わ
れ
た
。
ペ
リ
ー
来
航
時
ま
で
に
は
全
国
に
約
六
百
箇
所
作
ら
れ
、

そ
の
後
、
総
計
約
千
箇
所
に
ま
で
な

っ
た
。
海
防
上
の
意
義
に
つ
い
て
は
、

国
防
の
観
点
か
ら
人
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
築
造
さ
れ
た
陣
地

（２
）
で
あ

り
、
幕
末
期
に
は
開
国
を
迫
る
諸
外
国

へ
の
緊
急
時
の
対
策
と
し
て
、
異
国

船
を
迎
撃
す
る
た
め
海
岸
部
に
築
造
さ
れ
た
。
海
防
の
機
能
を
果
た
す
た
め

に
海
に
面
し
た
高
い
場
所
や
見
通
し
の
良
い
岬
、
島
な
ど
が
築
造
地
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

さ
て
台
場
に
関
し
て
は
、
右
に
紹
介
し
た
軍
事
史

。
建
築
史
の
立
場
を
除

く
と
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
海
防
と
い
う
観
点
か
ら
武
器
の
装
備

を
明
ら
か
に
し
た
佐
藤

（３
）
や
台
場
普
請
に
注
目
し
た
樋
口
（４
）
の
研
究
は

あ
る
が
、
相
州
海
防
に
お
い
て
台
場
を
中
心
に
据
え
た
も
の
は
ま
だ
少
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
本
稿
で
は
、
既
存
研
究
に
お
け
る
台
場
へ

の
視
角
を
ま
と
め
た
上
で
、
台
場
築
造
の
展
開
を
整
理
す
る
と
と
も
に
史
料

に
見
ら
れ
る
当
時
の
台
場
か
ら
三
浦
半
島
の
海
防
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一　
海
防
研
究
に
お
け
る
台
場
へ
の
視
角

「幕
末
の
海
防
」
研
究
に
お
い
て
三
浦
半
島
の
台
場

へ
の
言
及
は
か
な
り

早
い
段
階
か
ら
あ
っ
た

（５
）。
し
か
し
海
防
論
が
政
策
面
や
藩
政
史
の
立
場
か

ら
注
目
さ
れ
る

一
方
で
、
台
場
そ
の
も
の
を
扱
う
と
い
う
視
角
は
な
か
な
か

見
出
せ
得
な
い
。
原
に
よ
る
軍
事
史
的
な
台
場
の
整
理

（６
）
の
他
に
は
、
海

防
を
扱
う

一
側
面
と
し
て
台
場
に
触
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
会

津
藩
の
防
備
に
関
す
る
高
橋

（７
）
や
浦
賀
奉
行
持
場
を
中
心
と
し
て
防
備
を

ま
と
め
た
丹
治

（８
）
に
は
台
場
を
め
ぐ
る
防
備
問
題
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
三
浦
半
島
の
海
防
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
川

越
藩
に
つ
い
て
は
表
を
用
い
て
台
場
の
備
え
砲
門
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
（９
）。

こ
の
よ
う
に
従
来
の
海
防
研
究
に
お
い
て
幕
末
海
防
の

一
要
素
と
し
て
し
か

論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
台
場
で
あ
る
が
、
近
年
で
は
建
築
史
の
立
場
か
ら
の

分
析

（ｌｏ
）
や
台
場
と
村
方
の
関
係
を
普
請
に
注
目
し
て
取
り
上
げ
る
と
い
っ

た
研
究
動
向

（Ｈ
）
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
次
章
で
は
台
場
を
中
心
に
据
え

て
三
浦
半
島
の
海
防
史
を
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

二
　
三
浦
半
島
に
お
け
る
台
場
の
築
造

本
研
究
会
で
は
神
奈
川
県
史
と
逗
子
市
史

（１２
）
を
も
と
に
、
三
浦
半
島
の

幕
末
海
防
に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
成
果
を
台
場
と
い

う
視
角
か
ら
ま
と
め
る
意
味
で
、
三
浦
半
島
に
お
け
る
台
場
築
造
に
関
す
る

展
開
を
追

っ
て
い
く
。

江
戸
湾
の
防
備
は
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
が
来
航
し
た
ドヽ
ｏ
Ｎ

（寛
政
四
）
年
以
来

重
視
さ
れ
始
め
、
択
捉
事
件

［【∞
ｏ
Ｎ
（文
化
四
）
年
］
や
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事

件

［ド∞
ｏ
Ｏ

（文
化
六
）
年
］
が
起
こ
る
に
至

っ
て
、
い∞
卜ｏ

（文
化
七
）
年
に

は
三
浦
半
島
に
お
け
る
江
戸
湾
防
備
が
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（じ
。

異
国
船
漂
流
手
当
之
た
め
、
相
州
浦
賀
辺
、
並
安
房

。
上
総
浦
々
に
大

筒
台
場
等
取
建
、
並
方
其
方
松
平
越
中
守

へ
引
請
被
仰
付
之
、
追
て
は

右
浦
々
最
寄
宜
所
に
て
領
分
之
内
、
引
替
可
被
下
候
上
、
家
来
共
差
置
、

香

川

雄
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御
備
筋
厚
可
付
旨
被
仰
出
之
、

と
台
場
の
建
設
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
い
∞
〓

（文
化
八
）
年
に
会
津
藩
が
安
房
崎
、
平
根
山
、

観
音
崎
に
台
場
を
築
造
し
た
（し
。

文
化
八
未
二
月
十
日
、
郡
中
御
上
知
ト
ナ
ル
、
尤
寺
領
拝
領

ハ
元
ノ
如
、

先
地
浦
賀

。
三
崎
分
郷
ニ
ナ
リ
、
佐
原

。
久
村
浦
賀
奉
行
支
配
ニ
ナ
リ
、

残
村

ハ
御
代
官
御
預
リ
ノ
処
、
同
年
六
月
朔
日
会
津
家
領
地
ト
ナ
ル
、

異
国
船
漂
着
非
常
御
要
害
ト
シ
テ
鴨
居

・
浦
賀

・
城
ヶ
島
三
ヶ
所

工
大

筒
台
場
但
、
七
間
二
十
五
間
、
毎
月
大
筒
稽
古
定
日
十
五
日
、
浦
賀
平

根
山
台
場

。
観
音
崎
台
場

。
鴨
居
船
打

ハ
走
水
大
津
村
ノ
内
猿
島
打
払

之
積
、
廿
日
、
城
ヶ
島
台
場
船
打
は
城
ヶ
島
ヨ
リ
宮
川
村
ノ
内
、
堂
ヶ

島
打
ち
払
い
之
積
、

と
あ
る
。
城
ヶ
島
の
台
場
と
は
島
の
東
端
に
あ
る
安
房
崎
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
三
浦
半
島
に
お
け
る
台
場
の
築
造
が
始
ま
っ
た
。

台
場
の
警
備
に
関
し
て
は
、
会
津
藩
治
下
に
お
け
る
相
州
領
の
報
告
書
か

ら
、
そ
の

一
部
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
は
会
津
藩
の
後
任
と
な
る
川
越
藩

に
よ

っ
て
調
査
さ
れ
た
。
ド∞
Ｎ
Ｈ
（文
政
四
）
年
の
会
津
藩
郷
村
取
扱
方
取
調

報
告
に
よ
る
と
（１５
）、

（前
略
）
固
之
ケ
所
、
鴨
居
村
地
内
観
音
崎

。
西
浦
賀
平
根
井
三
崎
、
右

三
ケ
所
は
素
絵
図
面
差
上
申
候
、
い
つ
れ
も
御
台
場
大
筒
三
挺
ツ

ヽ
、

番
人
甲
士
二
人

・
足
軽
四
、
五
人

。
小
者
等
代
り
番
相
勤
候
由
、
最
初

ハ
海
上
江
玉
落
、
見
届
候
船
差
出
し
月
毎
大
筒
打
候
処
、
只
今
ニ
テ
ハ

避
近
二
御
座
候
由

（中
略
）
遠
見
番
所
之
義
は
、
御
台
場
い
つ
れ
も
海
辺
見
通
し
之
高
き
場

所
に
て
、
常
々
役
人
罷
出
居
候
義
に
御
座
候
、
分
て
西
浦
賀
平
根
御
陣

屋
は
、
高
き
山
手
に
て
浜
手
江
被
差
出
、
北
条
家
之
時
よ
り
諸
国
入
津

咽
首
之
場
所
に
付
、
遠
見
場
に
御
座
候
由
、
只
今
も
山
之
頂
上
平
場
に

陣
小
屋
有
之
、
家
根
之
上
に
物
見
番
所
、
中
段
に
長
屋
御
座
候
、
古
松

生
茂
り
至
て
之
勝
地
に
御
座
候
、
人
溜
は
御
陣
毎
、
門
内
外
に
舛
形
御

座
候
、
見
切
場
は
平
根

・
三
崎
之
高
き
場
所
、
観
音
崎
は
御
台
場

つ
ヽ

き
陣
屋
上
高
見
に
付
、
人
数
之
動
静
進
退
お
の
つ
か
ら
相
分
り
候
外
に

相
見
江
申
候
、

こ
の
史
料
か
ら
は
当
時
の
台
場
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
海
辺
を
見
通
せ

富津岬

0

0
猿島台場

平根山

1 0km

第 1図 三浦半島における台場

(第 2図 )

0 5

`
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る
高
い
場
所
に
台
場
が
築
か
れ
、
大
砲
が
備
え
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

異
国
船
来
航
に
備
え
て
築
造
さ
れ
た
台
場
は
、
こ
の
取
調
報
告
の
翌
年
に
早

く
も
実
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ド∞
Ｎ
Ｎ

（文
政
五
）
年
の
サ
ラ
セ
ン
号
来
航
に
際
し
て
は
、
台
場
を
基
点
と

し
て
防
備
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
（１６
）。

浦
之
郷
居
付
御
人
数
は
、
先
達
て
御
固
場
江
罷
出
居
候
に
付
、
双
方
御

人
数

一
手
に
相
成
、
異
国
船
を
取
巻
、
浦
賀
左
之
方
平
根
山
御
台
場
下

海
手
は
大
久
保
加
賀
守
殿
御
固
御
人
数
、
右
之
方
明
神
山
下
海
手
は
松

平
越
中
守
殿
御
固
御
人
数
、
中
央
沖
之
方
は
此
方
様
御
固
御
人
数
に
て
、

不
残
船
々
江
碇
を
下
ろ
し
、
御
三
方
之
御
固
め
場
提
灯
万
燈
之
如
く
海

辺
に
輝
き
、
平
根
山

・
観
音
崎
御
台
場
に
も
数
多
之
提
灯
出
し
等
を
た

き
、
浦
賀
沖
合
之
海
面
白
昼
之
如
く
厳
重
に
相
備
、
夜
明
を
相
待
罷
在

候
也
、
（後
略
）

さ
ら
に
、
ド∞
ω
ヽ

（天
保
八
）
年
の
モ
リ
ソ
ン
号
来
航
時
に
は
、
台
場
か
ら

江
戸
湾
に
近
づ
い
た
異
国
船
に
対
し
て
唯

一
の
砲
撃
が
加
え
ら
れ
た
，
）。

（前
略
）
右
見
届
船
追
々
引
取
、
異
船
相
州
金
田
沖
紛
走
い
た
し
居
候
断

申
間
候
に
付
、
平
根
山
御
台
場
大
筒
に
て
号
胞
打
払
申
付
、
即
刻
運
八

郎
儀
同
御
場
所
江
出
張
、
同
日
午
下
刻
異
国
船
海
鹿
嶋
沖
近
寄
り
候
に

付
玉
込
打
払
、
右
同
時
観
音
崎
御
備
場
よ
り
も
空
胞
打
払
為
致
申
候
名

前
左
之
通
り
、
（後
略
）

モ
リ
ソ
ン
号
事
件
以
後
、
防
備
体
制
の
増
強
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ド鍬
ω
（天
保
十
四
）
年
に
は
新
た
な
台
場
が
築
造
さ
れ
た
（１８
）。

相
州
御
備
場
之
義
、
兼
て
観
音
崎
御
台
場
も
御
座
候
得
共
、
同
処
よ
り

走
水
村
迄
之
処
は
富
津
之
出
洲
有
之
、
海
口
狭
く
誠
に
江
戸
海
咽
喉
之

処
に
て
、
自
然
異
国
船
到
来
候
節
は
、
防
禦
肝
要
之
場
所
大
切
至
極
と

奉
存
候
、
働
て
は
走
り
水
村
地
内
字
旗
山
と
申
所
江
台
場
取
建
、
平
日

大
筒
配
置
申
度
、
且
同
村
地
内
に
字
十
石
山
と
申
所
、
観
音
崎
と
右
旗

山
と
之
凡
中
央
位
之
所
に
御
座
候
、
是
又
台
場
取
建
、
旗
山
同
様
に
平

日
大
筒
配
置
申
度
、
万

一
之
義
有
之
節
は
右
三
ケ
処
よ
り
大
筒
打
払
、

猶
又
乗
船
に
大
筒
を
仕
懸
、
旗
山
と
富
津
之
出
州
と
之
間
を
取
堅
メ
、

打
払
申
候
手
配
に
仕
置
申
度
奉
存
候
、
右
両
処
台
場
取
建
候
て
も
苦
ケ

間
鋪
哉
相
伺
申
候
、
猿
嶋
之
義
は
総
て
岩
山
に
相
成
居
、
平
之
場
所
海

岸
に
無
之
候
得
は
、
走
水
村
と
富
津
出
州
と
之
方
江
向
、
少
々
岩
根
有

之
付
、
高
処
は
切
平
均
、
低
処
江
は
石
垣
を
用
ひ
、
地
平
均
致
置
候

は

ヽ
自
然
之
節
、
両
三
挺
之
大
筒
打
払
相
成
可
申
と
奉
存
候
に
付
、
平

日
大
筒
配
置
候
義
に
は
無
御
座
候
得
共
、
台
場
之
姿
に
相
建
置
申
度
奉

存
候
、
是
又
相
伺
申
し
候
、
己
上
、

右
の
史
料
か
ら
新
た
に
旗
山
と
十
石
山
、
そ
し
て
猿
島
に
台
場
が
築
造
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
台
場
は
江
戸
湾
に
面
す
る
三
浦
半
島
東
岸

で
海
防
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
の
例
証
で
あ
る
。
加
え
て
三
浦
半
島
の
西
岸
で

も
台
場
が
築
造
さ
れ
た

（１９
）。

小
坪
村
江
仮
御
台
場
御
取
建
有
之

二
付
、
来

ル
十
二
日
ヨ
リ
左
之
御

役
々
同
所
館
へ
詰
切
可
被
相
動
事
、

但
し
、
御
台
場
江

ハ
昼
之
内
計
足
軽
両
二
人
も
可
相
詰
事
、

一　

台
場
は
大
崎
と
申
処
也
、
大
筒
八
百
匁

一
挺
、
三
百
匁

一
挺
、

百
目

一
挺
居
避
置
候
也
、

一　

物
頭
始
、
左
之
役
々
朝
夕
弐
度
乗
船
に
て
廻
勤
可
被
致
事
、
（後

略
）

仮
台
場
と
は
あ
る
も
の
の
、
ド∞
お
年
の
こ
の
史
料
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
は

江
戸
湾
側
に
集
中
し
て
い
た
台
場
が
相
模
湾
側
に
も
築
か
れ
た
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

台
場
の
使
わ
れ
方
と
し
て
、
合
図
を
送
る
機
能
も
持

っ
て
い
た
。
「異
国
船

渡
来
の
節
警
備
取
計
方
条
々
」
（ド∞
お
年
）
で
は
（２ｏ
）、

（前
略
）
異
国
船
渡
来
之
節
、
於
御
台
場
狼
煙
打
揚
候
は

ヽ
迅
速
に
鴨
居

村
江
馳
附
、
同
処
湊
に
兼
て
手
当
致
置
候
船
江
左
之
通
乗
組
に
て
出
帆

可
致
事
、
（後
略
）

と
あ
る
。
海
防
拠
点
と
し
て
の
台
場
は
海
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
陸
の
村

方
か
ら
も
目
印
と
な
っ
て
い
た
。

い∞
ふ

（弘
化
三
）
年
に
、
政
府
の
訓
令
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
印

度
艦
隊
司
令
長
官
ビ

ッ
ド
ル
を
載
せ
た
軍
艦
が
来
航
し
た
際
に
も

（２１
）、
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（前
略
）
右
に
付
不
取
敢
観
音
崎
御
台
場
詰
当
番
士
江
為
相
見
、
早
々

出
船
候
様
御
厩
□
日
早
馬
に
て
申
遣
之
、

右
に
付
浦
賀
御
役
所
江
左
之
趣
乗
方
遠
藤
玄
三
江
申
付
、
早
馬
に
て
御

注
進
申
遣
之
、

只
今
不
取
敢
三
崎
よ
り
注
進
有
之
候
は
、
豆
洲
大
嶋
沖
合
江
異
国

船
相
見
候
趣
、
安
房
崎
御
台
場
詰
よ
り
注
進
申
越
候
、
此
段
御
注

進
申
上
候
、
以
上
、
（後
略
）

と
い
う
よ
う
に
、
台
場
が
異
国
船
に
関
す
る
情
報
の
発
信
場
所
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。

さ
て
、
海
防
策
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
三
浦
半
島
の
海
防
は
川
越

藩
と
浦
賀
奉
行
の
体
制
か
ら
、
い∞
ミ

（弘
化
四
）
年
に
は
彦
根
藩
を
も
加
え

る
こ
と
に
な

っ
た
。
主
に
三
浦
半
島
の
東
半
分
が
川
越
藩
、
西
半
分
が
彦
根

藩
に
よ

っ
て
請
け
負
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
領
地
の
変
更
の
関
係
で
台
場
も

引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
次
の
史
料
は
台
場
が
川
越
藩
か
ら
彦
根
藩

に
引
き
渡
さ
れ
た
例
で
あ
る
（２２
）。

浦
賀
奉
行
江
御
届
振
井
伊
殿
よ
り
問
合
有
之
に
付
、
左
之
通
御
届
致
候

由
為
及
御
答
候
、
相
模
国
腰
越
村
之
内
、
八
王
子
山
遠
見
番
所

一
昨
十

一
日
、
同
国
城
ケ
島
内
安
房
崎
台
場
、
今
日
竹
内
清
太
郎
様
御
引
渡
相

済
申
候
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上
、

三
浦
半
島
の
付
け
根
部
分
に
当
た
る
八
王
子
山
遠
見
番
所
と
南
端
の
安
房
崎

台
場
の
管
轄
が
、
半
島
の
西
側
担
当
の
彦
根
藩
へ
移
行
さ
れ
た
。

彦
根
藩
で
は
こ
れ
に
加
え
て
さ
ら
に
新
し
い
台
場
の
築
造
に
も
着
手
し
た

（２３
）。

（前
略
）
浦
賀
奉
行
御
預
所
相
州
野
比
村
千
駄
崎

へ
新
規
御
台
場
壱
ケ
所

御
取
建
之
上
、
其
方
持
場
に
可
被
仰
付
候
、
委
細
之
義
は
御
備
場
掛
可

被
談
候
、

千
駄
崎
は
三
浦
半
島
の
江
戸
湾
側
に
位
置
す
る
も
の
の
、
観
音
崎
や
浦
賀

と
い
っ
た
そ
れ
ま
で
の
海
防
拠
点
よ
り
南
側
に
あ
る
。
こ
う
し
た
展
開
は
台

場
の
増
強
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
越
藩
担
当
の
領
内
に
お
い
て
も
台
場
に
関
す
る
変
動
が
あ

っ
た
。
い∞
卜
∞

（嘉
永
元
）
年
に
平
根
、
鶴
崎
の
台
場
が
移
り
、
新
た
に
千
代
ケ
崎
台
場
が
設

け
ら
れ
た

２
）。

浦
賀
御
奉
行
よ
り
左
之
趣
申
来
候
旨
、
矢
頭
庄
左
衛
門
申
出
之
、

以
剪
紙
啓
上
仕
候
、
秋
冷
之
節
弥
御
安
泰
被
成
る
御
勤
珍
重
奉
存
候
、

然
は
平
根

・
鶴
崎
両
台
場
御
引
移
、
平
根
山
下
新
規
御
台
場
御
取
建
、

浦
賀
湊
内
為
御
要
害
御
番
所
脇
へ
御
備
場
御
取
建
有
之
処
、
両
所
共
唱

方
別
紙
之
通
御
下
知
相
済
候
間
、
為
御
心
得
無
急
度
御
達
申
候
、
此
段

可
得
其
意
如
此
御
座
候
、
以
上
、

九
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
極
万

一
郎

杉
本
郡
左
衛
門

矢
頭
庄
左
衛
門
様

平
根
山
下
新
規
御
台
場

千
代
崎
御
台
場

御
番
所
脇
御
筒
据
場

亀
甲
岸
御
備
場

右
之
通
相
唱
可
申
旨
、
阿
部
伊
勢
守
殿
被
仰
渡
候
事
、

九
月

と
あ
る
よ
う
に
、
新
た
な
海
防
の
陣
地
が
千
代
ケ
崎
台
場
、
亀
甲
岸
御
備
場

И~T~
¬
~

旗山崎

十石崎

観音崎
'

鳶ノ巣

亀ケ崎

亀甲岸

平根山

千代ケ崎

鶴崎

l krn

浦賀奉行所

第 2図 浦賀周辺の台場
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と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

千
代
ケ
崎
台
場
は
い∞
お

（嘉
永
二
）
年
の
マ
リ
ー
ナ
号
来
航
に
際
し
て
、

早
速
防
備
力
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
乗
組
員
の
日
本
語
の
話
せ
る
通
詞

か
ら
千
代
ケ
崎
台
場
に
関
す
る
質
問
が
出
た
の
で
あ
っ
た

（２５
）。

（前
略
）
千
代
崎
台
場

二
大
筒
何
挺
有
之
哉
卜
相
尋
候
二
付
、
拾
挺
備
有

り
之
も
の
ハ
十
五
挺
卜
欺
、
弐
拾
挺
卜
欺
備
有
之
旨
、
余
計

二
申
候
由

之
処
、
遠
眼
鏡
を
出
し
見
候
て
、
夫
程

ハ
不
相
見
由
不
審
申
候

二
付
、

堤
之
内
二
備
有
之
旨
相
答
候
由
之
事
、
（後
略
）

と
、
応
対
し
た
者
の
返
答
に
窮
す
る
姿
と
海
防
力
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

浦
賀
と
同
じ
く
観
音
崎
に
お
い
て
も
台
場
の
位
置
が
移
動
し
た
。
浦
賀
に

遅
れ
る
こ
と
二
年
、
い∞
いｏ
（嘉
永
三
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（前
略
）
其
方
領
分
相
州
鴨
居
村
地
内
観
音
崎
台
場
、
同
所
下
鳶
巣
江
引

移
、
模
様
替
之
上
七
挺
居
に
致
し
、
同
所
鳥
ケ
崎

へ
五
挺
据
、
亀
ケ
崎

江
三
挺
据
之
台
場
新
規
取
建
候
積
、
都
て
　
公
儀
御
入
用
を
以
御
普
請

被
成
下
候
、
大
筒
之
義
も
二
貫
目
筒

一
挺
、
弐
貫
目
筒
四
挺
、
壱
貫
目

筒
五
挺
拝
借
可
被
　
仰
付
候
、
且
又
出
格
之
訳
を
以
、
此
度
限
非
常
為

手
当
竿
船
千
貫
日
、
調
合
薬
五
百
貫
目
可
相
渡
候
間
、
委
細
之
義
は
御

備
場
懸
可
被
談
候
、

こ
う
し
て
観
音
崎
の
周
囲
で
も
新
た
に
鳶
ノ
巣
、
鳥
ケ
崎
、
亀
ケ
崎
の
台
場

が
築
造
さ
れ
た
。
な
お
こ
れ
ら
の
台
場
の
築
造
に
関
し
て
、
普
請
請
負
を
め

ぐ

っ
て
の
対
立
が
発
生
し
て
い
る
（２７
）。

台
場
の
築
造
が
こ
の
よ
う
な
展
開
を
経
た
後
に
、
ド∞
い
ω

（嘉
永
六
）
年
に

ペ
リ
ー
来
航
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

三
　
台
場
の
築
造
と
海
防
の
展
開

こ
こ
で
は
、
ペ
リ
ー
来
航
以
前
の
台
場
の
築
造
を
ま
と
め
る
た
め
に
海
防

担
当
各
藩
の
時
期
に
分
け
て
整
理
し
、
台
場
の
立
地
が
い
か
な
る
変
化
を
た

ど

っ
た
か
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

初
期
の
台
場
は
会
津
藩
が
担
当
し
た
時
期
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
安
房

崎

。
平
根
山

（浦
賀
）

。
観
音
崎
と
江
戸
湾
に
面
す
る
三
浦
半
島
東
岸
に

一

定
の
距
離
を
お
い
て
立
地
し
た
。
こ
れ
は
江
戸
湾
の
入
口
に
当
た
る
部
分
を

防
備
す
る
た
め
に
は
必
然
的
な
位
置
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
三
ヶ

所
の
台
場
に
よ
る
海
防
体
制
は
、
会
津
藩
か
ら
浦
賀
奉
行
に
所
管
が
移

っ
た

際
に
南
端
の
安
房
崎
台
場
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
と
、
非
常
の
場
合
に
川
越
藩

と
小
田
原
藩
の
警
備
を
仰
い
だ
と
い
う
点
で
変
化
は
あ

っ
た
が
、
台
場
の
位

置
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

海
防
が
強
化
さ
れ
て
川
越
藩
に

一
手
警
備
が
命
じ
ら
れ
た
い∞
卜
Ｎ

（天
保
十

三
）
年
以
降
は
、
新
た
な
台
場
が
築
造
さ
れ
た
。
猿
島

・
旗
山

・
十
石
山
と

い
っ
た
台
場
は
観
音
崎
よ
り
も
北
側
、
つ
ま
り
江
戸
湾
の
奥
に
向
け
間
隔
が

狭
め
ら
れ
て
立
地
し
て
い
る
。
ま
た
彦
根
藩
が
三
浦
半
島
の
海
防
に
加
わ
る

こ
と
に
よ

っ
て
千
駄
崎
台
場
が
築
造
さ
れ
た
。
こ
れ
は
浦
賀
以
南
の
二
浦
半

島
東
岸
に
も
台
場
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
川
越
藩
担
当
地
域
と
同
様
、

台
場
の
間
隔
が
狭
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
江
戸
湾
側
だ
け
で
は
な
く
相
模
湾
側

に
も
仮
台
場
、
遠
見
番
所
で
は
あ
る
が
、
海
防
の
拠
点
が
設
け
ら
れ
て
い
っ

た
。相
次
ぐ
異
国
船
の
来
航
は
、
台
場
の
立
地
形
態
に
も
変
化
を
も
た
ら
せ
た
。

観
音
崎

。
平
根
山
の
台
場
が
移
転
し
、
数
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
台
場
が
岬
の
丘
陵
部
に
位
置
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
よ
り
海
面

に
近
い
岬
の
先
端
部
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
築
造
さ
れ
た
千
代
ケ

崎

（平
根
山
下
部
）
、
鳶
ノ
巣

（観
音
崎
下
部
）
に
加
え
て
、
浦
賀
か
ら
観
音

崎
に
か
け
て
亀
ヶ
崎
、
鳥
ヶ
崎
台
場
、
さ
ら
に
は
亀
甲
岸
備
場
が
築
造
さ
れ
、

台
場
の
配
備
が
増
強
さ
れ
た
。

台
場
築
造
の
展
開
を
立
地
場
所
か
ら
見
て
い
く
と
、
ま
ず
拠
点
的
に
二
浦

半
島
の
江
戸
湾
側
に
三
ヶ
所
が
配
置
さ
れ
た
。
海
防
の
増
強
に
伴

っ
て
、
そ

れ
ら
の
台
場
の
間
隔
を
狭
め
る
よ
う
に
新
た
な
台
場
が
築
造
さ
れ
、
半
島
の

両
側
に
配
置
さ
れ
た
。
後
に
台
場
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
旧
来
の
台
場

か
ら
よ
り
海
に
近
い
場
所
へ
移
動
す
る
と
と
も
に
、
重
要
な
海
防
拠
点
で
は

さ
ら
に
間
隔
を
狭
め
て
台
場
が
築
造
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
台
場
築
造
の
展
開
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は
、
異
国
船
の
来
航
に
よ
る
現
実
的
な
海
防
の
必
要
と
警
備
地
域
に
お
け
る

担
当
藩
の
分
割
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
。

こ
れ
ら
の
台
場
の
他
に
つ
い
て
大
筒
を
設
置
す
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た
数

力
所
の
地
点

（等
山
、
大
浦
山
、
剣
崎
、
荒
崎
な
ど
）
（２８
）
や
、
ペ
リ
ー
来
航

後
の
江
戸
湾
内
奥
部
の
台
場

（本
牧
、
神
奈
川
、
品
川
）
（２９
）
は
割
愛
し
た
。

三
浦
半
島
の
海
防
に
お
け
る
台
場
の
位
置
づ
け
を
考
え
た
場
合
、
ペ
リ
ー

来
航
直
前
に
配
備
が
増
強
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
実
用
的
な
海
防
機
能
を
果
た

す
た
め
に
岬
の
丘
陵
部
か
ら
先
端
部
へ
の
移
動
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
湾
の
咽

喉
部
に
お
い
て
台
場
は
三
浦
半
島
側
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
航
路
の
間

題
と
関
わ
り
、
房
総
半
島
側
が
遠
浅
で
あ

っ
た
た
め
に
三
浦
半
島
側
か
ら
の

砲
撃
が
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
観
音
崎
―
千
駄
崎
間
で
築
造

さ
れ
た
台
場
が
多
い
。
さ
ら
に
三
浦
半
島
の
海
防
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
た
川
越
藩
と
観
音
崎
台
場
に
つ
い
て
の
史
料
が
多
い
。
こ
れ
は
海

防
が
切
実
な
問
題
で
あ

っ
た
弘
化

・
嘉
永
期
を
担
当
し
、
江
戸
湾
の
最
終
ラ

イ
ン
と
も
呼
ぶ
べ
き
湾
口
部
に
領
地
が
面
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

さ
て
、
現
在
の
台
場
跡
は

一
部
で
太
平
洋
戦
争
時
の
砲
台
を
経
て
公
園
、

空
地
、
埋
立
地

（３ｏ
）
と
な

っ
て
い
る
。
景
観
か
ら
は
当
時
の
姿
を
思
い
浮
か

べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
海
か
ら
の
視
点
を
据
え
て
み
る
と
、
海
防
の
最

前
線
に
置
か
れ
た
台
場
の
役
割
が
自
ず
と
は
っ
き
り
し
て
く
る
だ
ろ
う
。

化
』
第
二
四
号
、　
一
九
八
三
年
十

一
月

大
類
　
伸

「幕
末
に
於
け
る
江
戸
湾
防
御
の
計
画
」
、
『歴
史
地
理
』

第
二
十
巻

一
号
、
一
九
十
二
年
。
伴
三
千
雄

「文
化
年
間
の
砲
台
築
造
」
、

『歴
史
地
理
』
第
四
七
巻
六
号
、　
一
九
二
六
年

前
掲
注
１

高
橋
令
治

「化
成
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
」
、
『法
政
史

学
』
第
十
五
号
、　
一
九
六
二
年

丹
治
健
蔵

「弘
化
期
に
お
け
る
江
戸
湾
防
備
問
題
と
異
国
船
取
扱
令
」
、

森
克
己
博
士
古
稀
記
念
会
編

『史
学
論
集
　
対
外
関
係
と
政
治
文
化

第
二
　
政
治
文
化
　
近
世

。
近
代
編
』
、
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
七
四
年

二
月
。
同

「嘉
永
期
に
お
け
る
江
戸
湾
防
備
問
題
と
異
国
船
対
策
」
、

村
上
直
編

『近
世
神
奈
川
の
研
究
』
、
名
著
出
版
、　
一
九
七
五
年

一
月

（『海
事
史
研
究
』
第
二
十
号
所
収
）

田
村
正
純

「川
越
藩
の
相
州
警
衛
に
つ
い
て
」
、
『国
史
談
話
会
雑
誌
』

第
二

一
号
、
一
九
八
十
年
。
益
田
　
愛

「天
保
改
革
期
の
江
戸
湾
防
備
」
、

『論
集
き
ん
せ
い
』
第
六
号
、　
一
九
八

一
年
。
な
お
海
防
期
全
期
に
わ

た
っ
た
台
場
へ
の
配
備
に
つ
い
て
は
佐
藤

（前
掲
注
３
）
が
詳
し
い
。

前
掲
注
２
。
本
書
の
主
な
対
象
は
品
川
台
場
で
あ
る
が
、
全
国
の
台

場
に
つ
い
て
も
概
説
さ
れ
て
い
る
。
三
浦
半
島
の
台
場
に
関
し
て
も
図

表
に
よ
っ
て
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

樋
口

（前
掲
注
４
）
。
三
浦
半
島
に
つ
い
て
は
、
松
田
に
よ
る
台
場

普
請
の
請
負
を
め
ぐ
る
村
方
の
分
析
が
あ
る
。
松
田
隆
行

「海
防
体
制

下
に
お
け
る
村
方
の
動
向
」
、
『地
方
史
研
究
』
、
第
二
五
七
号
、　
一
九

九
五
年
十
月

神
奈
川
県
県
民
部
県
史
編
集
室

『神
奈
川
県
史
　
資
料
編
１０
　
近
世

０
』
、
神
奈
川
県
、　
一
九
七
八
年
。
逗
子
市

『逗
子
市
史
　
資
料
編
Ⅱ

近
世
Ⅱ
』
、
逗
子
市
、　
一
九
八
八
年

『神
奈
川
県
史
　
資
料
編
１０
　
近
世
０
』
資
料
番
号
５
。
（以
下

『県
史
』
と
略
記
し
資
料
番
号
の
み
を
記
す
。）

『県
史
』
２６
。
青
山
永
久

「異
国
船
到
来

へ
の
対
処
と
反
響
」
、
『京

注
Ｔ

）

（２
）

（３
）

（４
）

お
わ
OJ

に

原
　
剛

『幕
末
海
防
史
の
研
究
』
、
名
著
出
版
、　
一
九
八
八
年
七
月

佐
藤
正
夫

『品
川
台
場
史
考
』
、
理
工
学
社
、　
一
九
九
七
年
六
月

佐
藤
隆

一

「江
戸
湾
備
場
に
お
け
る
火
砲
類
配
備
の
状
況
」
、
『三
浦

古
文
化
』
第
四
六
号
、　
一
九
八
九
年
十

一
月

樋
口
政
則

「内
海
御
台
場
御
普
請
と
江
戸
近
郊
農
村
」
、
『三
浦
古
文

（５
）

（６
）

（７
）

（９
）

（
１２
）

（
１３

）

811 1014
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（
１５
）

（
１６
）

（
１７
）

（
１８
）

（
１９
）

（
２０
）

（
２１
）

（
２２
）

（
２３
）

（
２４
）

（
２５
）

（
２６
）

（
２７

）

（
２８
）

（
２９
）

浜
歴
科
研
会
報
』
、
第
五
十
号
、　
一
九
八
八
年
四
月

『県
史
』
３５
。
岩
橋
清
美

「会
津
藩
の
相
模
沿
岸
警
備
に
つ
い
て
」
、

『京
浜
歴
科
研
会
報
』
、
第
五
二
号
、　
一
九
八
八
年
五
月

『県
史
』
４７
。
内
田
修
道

「川
越
藩
の
相
州
支
配
」
、
『京
浜
歴
科
研

会
報
』
、
第
五
六
号
、　
一
九
八
八
年
十
月

『県
史
』
５８

『県
史
』
６１
。
内
田
修
道

「天
保
期
川
越
藩
の
相
州
支
配
」
、
『京
浜

歴
科
研
会
報
』
、
第
五
九
号
、　
一
九
八
九
年

一
月

『逗
子
市
史
　
資
料
編
Ⅱ
　
近
世
Ⅱ
』
資
料
番
号
２８９
。
（以
下

『市

史
』
と
略
記
し
資
料
番
号
の
み
を
記
す
。
）
奥
田
和
美

「川
越
藩
の
海

防

（天
保

一
二
年
八
月
～
弘
化
元
年
六
月
、
『逗
子
市
史
よ
り
』
）
」
、

『京
浜
歴
科
研
会
報
』
、
第
八
十
号
、　
一
九
九
十
年
十
二
月

『県
史
』
“
。
内
田

（前
掲
注
１８
）

『県
史
』
７２

『県
史
』
“
。
奥
田
晴
樹

「海
防
の
社
会
的
費
用
」
、
『京
浜
歴
科
研

会
報
、
第
六
五
、
六
六
号
』
、　
一
九
八
七
年
九
月

『県
史
』
・１８

『県
史
』
９１
。
奥
田

（前
掲
注
２２
）

『市
史
』
３１４
。
内
田
修
道

「
『国
辱
』
意
識
の
形
成
と
統
治
形
態
変

更

へ
の
契
機
」
、
『京
浜
歴
科
研
会
報
』
、
第
八
六
号
、　
一
九
九

一
年
六

月

『県
史
』
・０２
。
内
田
修
道

「イ
ギ
リ
ス
軍
艦
マ
リ
ナ
ー
号
事
件
以
後

の
川
越
藩
の
動
向
」
、
『京
浜
歴
科
研
会
報
』
、
第
六
七
号
、　
一
九
八
九

年
十
月『県
史
』
・０４
。
松
田

（前
掲
注
ｎ
）
。
大
湖
賢

一

「台
場
築
造
と

『海
防
意
識
』
」
、
『京
浜
歴
科
研
会
報
』
、
第
六
四
号
、　
一
九
八
九
年
十

二
月赤
星
直
忠

『横
須
賀
市
史
　
Ｚ
９
∞
　
三
浦
半
島
城
郭
史
　
上
巻
』
、

横
須
賀
市
教
育
委
員
会
、　
一
九
五
五
年

佐
藤

（前
掲
注
２
）

（３０
）
　

横
須
賀
市
教
育
委
員
会
、
『文
化
財
散
策
ル
ー
ト
よ
こ
す
か
』
、
横
須

賀
市
教
育
委
員
会
、　
一
九
九
二
年
。
同

『横
須
賀
市
埋
蔵
文
化
財
分
布

地
図

・
地
名
表
』
、　
一
九
九
二
年
。
植
山
　
淳

「黒
船
以
前
の
浦
賀
を

歩
く
―
幕
末
海
防
史
跡
め
ぐ
り
―
の
記
録
」
、
『京
浜
歴
科
研
会
報
』
、

第
六
八
号
、　
一
九
八
九
年
十

一
月
。
松
田
隆
行

「黒
船
以
前
の
浦
賀
を

歩
く
―
幕
末
海
防
史
跡
め
ぐ
り
―
に
参
加
し
て
」
、
同
号

『京
浜
歴
科
研
年
報
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
パ
ー

『京
浜
歴
科
研
年
報
』
第

一
一
号（
一
九
九
七
年

一
月
二
六
日
発
行
）

〈特
集
　
近
代
日
本
の
町
村
事
務
〉

「吏
員
」
の
更
迭

・
任
免
に
つ
い
て

大
正
期
の

「選
挙
事
務
」

「衛
生
」
に
つ
い
て

「勧
業
」
に
つ
い
て

「兵
事
事
務
」
と
兵
事
法
令

「財
産
」
に
つ
い
て

「統
計
制
度
」
の
成
立
に
つ
い
て

「寺
社
」
に
つ
い
て

〈論
文
〉幕
末
政
治
と
福
沢
諭
吉

奥
田
晴
樹

植
山
　
淳

大
湖
賢

一

内
田
修
道

松
田
隆
行

阪
本
宏
児

伊
東
富
昭

香
川
雄

一

青
山
永
久
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